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柄は長く葉身は広三尖形で細毛があり，夏，花柄を腋出し先端に 1 〜 3 個の大型の円錐形の花を朝早く開き
ます。花は，がく 5，花弁 5 (1)，雄しべ 5，雌しべ 1 からなり，5 枚の花弁は融合して漏斗状になっています。
花の色は，紅，青，白など変化に富み，しぼりもあって園芸用に多くの品種があり，それぞれの花弁の中央



































などに配剤されます。成分としては，n-butanol 抽出物の ether 不溶性画分を加水分解し
たもののメチル化体から 2-methylbutylic acid methyl ester, tiglic acid methyl ester, nilic acid methyl ester, 
dihydroxytetradecanoic acid methyl ester, dihydroxyhexadecanoic acid methyl ester など，また，これらの
酸を構成成分とする樹脂配糖体の pharbitic acid B, C, D1, 2, 3）, pharesinoside A4），サポニンの pharbitoside A, 
B5）などが報告されています。なお，牽牛子の名は，農民が牛をひいて本生薬（ケンゴシ）のお礼参り行っ
たことによるそうです。 
　アサガオの品種改良の歴史としては，江戸時代，文化・文政期（1804 年〜 1830 年）と嘉永・安政期（1848




























む 7 月 6 〜 8 日に催されます。




く植物にはヤエチョウセンアサガオ Datura fastuosa，ケチョウセンアサガオ D. inoxia，キダチチョウセンア




写真 10　キダチチョウセンアサガオ（花） 写真 11　生薬　ケンゴシ（牽牛子）
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野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —
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